
 

 

 

 

 
   

研究会｢実務者会｣を開催 
産業振興と人材育成の拠点｢エス･バード｣で  
 
 
 
      
 
 
 
 
  
３月22日(金)､研究会参加事業所の

実務者会が南信州広域連合の新しい
施設｢Ｓ-ＢＩＲＤエス･バード｣で開か
れました｡昨年の５月23 日以来の
会議､21人の参加がありました。 
会議では､退会の届出のあった

事業所の報告や南信州いいむす21
審査状況の報告などがありました｡
また､５月８日(水)の午前中に行わ
れる｢事業所代表者全体会｣に向け､
｢研究会の今後の方向性｣案が示され
ました｡今後､研究会発足６事業所の
代表者による確認と事業所代表者
全体会による承認を経て実施へと
進みます｡示された案は次のとおり。 
提案に対し問題の本質を突く強い

思いの多くの意見が出されました。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
会場のＳ-ＢＩＲＤエス･バードは､

長野県･南信州の｢産業振興と人材
育成の拠点｣｡Ｓ-ＢＩＲＤの名称は、
南信(South Shinshu)､信州(Shinshu)の
ＳとＢＩＲＤ(バード):大空を飛ぶ
鳥のように空に飛び立つ航空機を
イメージして名づけられました｡
また､ＢＩＲＤのＢはブレイクスルー
(躍進)､Ｉはイノベーション(革新)､
そしてＲＤは､リサーチアンドデベ
ロップメント(研究開発)の意味も。 

旧飯田工業高校の取り組みは 
飯田ＯＩＤＥ長姫高校生徒会へ  
Ｓ-ＢＩＲＤエス･バードは､旧飯田

工業高校校舎を県から譲渡を受け
再整備しているものです｡体育館は
Ａ棟として２層にし１階は工業技術
試験研究所･ＥＭＣ試験室､２階は
ホールです｡工業高校の｢南信州いい
むす21｣のキックオフや登録証の
交付のイベントが行われた会場です。 
 ｢ぐるみ通信｣№20(2002.8.30)で
ＩＳＯキックオフを紹介しています。 
 
 
 
 
 
        
竣工やオープニングの記念イベ

ントで華 し々い生花が多く飾られて
いました｡イベントのチラシには
｢今もメジャーリーグで活躍を続ける
イチローのものまねを披露｣飯田市
出身｢ニッチロー’のお笑いライブ｣と
ありました｡実に旬な話題ですね。 
 
 
 

 
 
 
 
           
再整備され綺麗に甦った校舎や

体育館とは対照的に外構工事等は
まだ進行中で､旧飯田工業高校の
｢看板｣は嬉しいことに健在でした。 
｢私たちはＯＩＤＥ精神を発揮して
環境ＩＳＯ 14001達成をめざして
活動しています｣｢長野県飯田工業
高等学校 生徒会･教職員｣工事の
完成で､撤去され消えるのかな…。 
 華やかな表舞台の影には地道な
活動があります｡旧飯田工業高校の
｢南信州いいむす21｣の取り組みは
高校の統合により飯田ＯＩＤＥ長姫
高校生徒会に引き継がれています。 
 研究会の実務者の中には旧飯田
工業高校で生徒として取り組んだ
人､その子どもが飯田ＯＩＤＥ長姫
高校生徒会のリーダーとして取り
組んだ人もいます｡研究会は20年の
時を経て､その組織と活動を見直し、
いま生まれ変わろうとしています。 

この｢ぐるみ通信｣を担当できた 
研究会事務局を担えた喜び  

 幸運にも縁あって､｢ぐるみ通信｣
創刊の№１(2001.2.23)から№
105(2005.3.28)まで､そして再び､
№332(2016.4.27)から､この№403 
(2019.3.25)まで担当することが
できました｡№100や№400という
嬉しい節目も経験でき､研究会の
いまを何とか伝えることもできました。 
創刊№１で報告した研究会参加

23 事業所のうち現在もメンバーは
13事業所です｡事業所メンバーも､
代表者も実務者も変わりました｡ 
｢ぐるみ通信｣にはイベント参加

者数も入れるなど研究会の活動の
記録として意味あるものにと考え
ました｡この３年間は隔週発行に
努めましたが､事業所代表者からの
様々な視点でのメッセージを続ける
ことができず反省…｡多くの人が
関わり作成･発信できると当事者と
して､より身近になるのでしょうが。 
 研究会｢創立20周年記念式典｣や
｢南信州いいむす21｣改定など活発な
活動がこの｢ぐるみ通信｣を難なく
発信させてくれたと感謝しています。 
 
 
 
 
 
               
 研究会､いまも色褪せない崇高な
活動理念｢地域の自然を残し､持続
可能な地域づくりのため､新しい
環境改善の地域文化を創造する｡｣に
常に立ち返ることが必要でしょう｡ 
｢地域ぐるみ｣には｢何の｣ためだけ

でなく｢誰の｣ための視点も大事｡
｢地域づくり｣には｢利他｣こそが
｢利己｣にプラスして必要では…。 
取り巻く環境の急激な変化にも

受け身ではなく自ら果敢に変わって
いく､そんな研究会に期待します。
これまで同様､これからもずっと
その組織と活動を変えながら…。   
もったいない 地球にやさしい あいことば 
(環境保全に関するポスター･標語コンクール 
高校生･一般の部 優秀賞 木下喜絵さん) 

 
 
 
  

                                             

                          http://www.city.iida.lg.jp/
site/kankyouseisakujouh
ou/isokenkyuukai.html 

地域独自のEMS 

｢南信州いいむす21｣ 
地域ぐるみ
環境 ISO 研究会440033  

19.3.25 
 

…………………………………………………… 
【ご意見、お問合せ】、【配信解除】  
福岡健志(多摩川精機㈱) 研究会事務局 
takeshi-fukuoka@tamagawa-seiki.co.jp  
小林敏昭(飯田市役所) 研究会事務局 

      
  
     
  
◆ 研究会代表者の役職は廃止する｡ 
◆ 事務局は､実務者会で任命する｡ 

ただし､飯田市も事務局を担う。 
◆ 参加事業所に対して研究会参加の 

意思を再確認し､参加事業所の 
見直しを行う｡ 

◆ ｢南信州いいむす21｢及び｢南信州 
宣言｣の審査対応を見直す。 

                   


